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１．概要（Summary） 

抽出コラーゲンの物理学的特性解明のため、生理的条

件下で形成されるコラーゲン線維の形態について SPM

を用いて観察及び線維の特性について測定を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 走査プローブ顕微鏡 SPM2[SPM-9600_9700] 

 

【実験方法】 

ブタ由来コラーゲン酸可溶性溶液 0.05 ％を生理的条

件下で線維化させたコラーゲンをマイカ上に添加し、蒸留

水洗浄、窒素により乾燥後、AFM顕微鏡（SPM-9700,島

津製作所製）を用いて線維の状態を観察、計測した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

市販コラーゲンと比較して、抽出したコラーゲンの線維

は幅が太く、高さのある立体的な構造の線維が形成され

ることが観察及び計測の結果示された（Figure. 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure. 1. Atomic Force Microscopy micrograph of the 

fibrils formed in vitro by the recombinant collagen, type 

I skin collagen (A, C, E), and PAC-A (B, D, F), 

respectively.  A and B; collagen fibrils with dimensions 

2 m x 2 m; the bar represents 2.0 m.  C, D, E, F; 

collagen fibrils with dimensions 1 m x 1 m; the bar 

represents 200 nm.  E and F show tilted C and D.  
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